
 
 
 
 
 
 
 

大学院 体育学研究科  

博士前期課程 入学試験問題集  

（令和 5 年度～令和 6 年度）  

 
 過去 2 年分の入試問題を公開します。英語問題は著作権保護の目的で引用部分は  
白塗りとし、引用元と問いのみ公開いたします。（一部専門科目でも白塗りあり）  
あらかじめご了承ください。  

  

 

 

 

 

 

 

 

日本体育大学大学院  

体育学研究科  



１．体育学研究科　体育学専攻 ●-必須　斜線-免除

　　　　　　　　　選抜区分
　試験科目

一般選抜
社会人
選　抜

外国人
選　抜

スポーツ
 選 抜

英語 ●

専門科目 ● ● ● ●

口述試験 ● ● ● ●

英語 ●

専門科目 ● ● ● ●

口述試験 ● ● ● ●

英語 ● 出願区分無し

専門科目 ● ● ● 出願区分無し

口述試験 ● ● ● 出願区分無し

英語 ●

専門科目 ● ● ● ●

口述試験 ● ● ● ●

②身体教育・健康教育コース

①コーチング科学学位プログラム

②コーチング実践学学位プログラム

2023(令和５)年度入学試験　選抜別試験科目一覧

学位プログラム/コース

体
育
科
学

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

①体育スポーツ文化社会学コース

②スポーツマネジメントコース

③トレーニング科学コース

④健康スポーツ医科学コース

⑤身体教育・健康教育コース

体
育
実
践
学

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

①スポーツマネジメントコース



(2023 年度) 

博士前期課程 

 

Ⅰ期試験 



令和 5 年度 大学院 体育学研究科 体育学専攻 

博士前期課程入学試験Ⅰ期 
 

英語 
(全学位プログラム共通) 

 
一般選抜 

 
受験番号 

 

自身の受験番号を必ず記載してください。 
 

【注意事項】 

1. 出題された３問題を全問解答してください。 

2. 使用する解答用紙は以下のように指定されていますので注意してください。 
 

   【解答用紙 A】… 問題 A を解答する。 
【解答用紙 B】… 問題 B を解答する。 

   【解答用紙 C】… 問題 C を解答する。 
 
3. 解答用紙には受験番号、氏名、を記入してください。 
※体育科学学位プログラム及び体育実践学学位プログラム希望者はコースを記入 

してください。 
4. 解答は日本語（外来語含む）で記述してください。 
5. 解答用紙が不足した場合は、裏面を利用してください。 
6. 問題用紙及び解答用紙は、全て提出してください。 
7. 本試験時に限り、語学辞書の使用が可能です。なお、使用可能な辞書とは、「英 

和辞書」、「中日辞書」、「韓日辞書」等の語学辞書に限ります。電子辞書、電子手

帳等は使用できません。また、医学等専門用語の語学辞書は使用できません。（付

箋がついている場合は予め取り除いてください。） 
 
 



問題Ａ 
以下の英文を全文和訳してください。 

In order to understand volunteerism in sport it is necessary to define sport 
volunteering and understand the dimensionality of a widely used but sometimes 
ill-defined term. Individuals are often defined by their role as a volunteer in 
sport as a coach, team manager, committee member, or general helper. As long 
as they are not remunerated for their work they are generally considered to be 
volunteers. Such operational definitions fail to recognize the nuances and 
complexities of accurately defining volunteering. For example, to what extent is 
sport volunteering freely chosen? A parent of a young swimmer may feel 
obligated or even coerced into taking a volunteer role when his or her child joins 
a swim team for the first time. And if a direct beneficiary of volunteering is one's 
own family member should this activity be considered volunteering? 

 
出典:Understanding Sport Organizations Applications for sport Managers (Third Edition)  

Editor: Trevor Slack(PhD), Terri Byers(PhD), Alex Thurston(PhD)   
Chapter 12 Volunteers in Sport Organizations  
p-221: Sport Volunteerism Defined より一部抜粋 

 

問題Ｂ 
以下の英文を全文和訳してください。 
Muscle fatigue is not always accompanied by muscle damage; therefore it has been 
recommended that different biomarkers be used for each condition. Damage to the extracellular 
matrix (e.g., due to contusions or eccentric contractions) may increase permeability of the 
sarcolemmal membrane, increasing the efflux of certain products such as creatine kinase and 
myoglobin. Myoglobin concentration in blood can vary widely in both pathological and 
physiological conditions, but it has been extensively used as an indicator of exercise-induced 
muscle damage—although muscle cell apoptosis may also be triggered by increased oxidative 
stress. Creatine kinase (CK) is an enzyme found in the heart, brain, skeletal muscle, and other 
tissues. Strenuous exercise, contusions, muscle inflammation, myopathies such as muscular 
dystrophy, and rhabdomyolysis significantly increase blood CK. This sensitivity is well 
established and makes CK, and its isoform 3, a popular blood-borne marker of muscle strain in 
sport. 
 
出典:NSCA's Essentials of Sport Science (English Edition) 

 Human Kinetics (2021/2/26) 978-1492593355 
 
次ページ…問題Ｃに続く 

  

 
 
 
 
 
 

（著作権保護のため引用文は省略） 

 
 
 
 
 
 

（著作権保護のため引用文は省略） 



問題Ｃ 
以下の英文を全文和訳してください。 
The core responsibility of coaches across sports and at any level of competition is to help athletes 
develop their talent and skill. Although each athlete’s unique genetic profile undoubtedly shapes 
the talent development process, successful coaches create environments that maximize 
opportunities for focused, deliberate practice. The best coaches regularly monitor athlete 
profiles so that they can design practice activities that provide just the right amount of challenge 
for each athlete’s current skill level. 
   Because of the high levels of mental and physical effort required for deliberate practice, 
quality coaches also build time into athlete development schedules for deliberate recovery and 
free play. Many of the world’s greatest athletes highlight the critical role of unstructured free 
play in their ability to achieve expert performance levels, while also stressing the importance of 
sport sampling in the early phases of talent development. 
 
出典：Wade Gilbert (2017) Coaching Better Every Season: A Year-Round System for Athlete  

Development and Program Success, Human Kinetics, p. 122-123. 
 

 
 
 
 
 

（著作権保護のため引用文は省略） 



令和 5 年度 大学院 体育学研究科 体育学専攻 

体育科学学位プログラム／体育実践学学位プログラム 

博士前期課程入学試験Ⅰ期 
 

専 門 科 目 

 
 

全選抜共通 
 
 
 

受験番号 
 

自身の受験番号を必ず記載してください。 
 

【注意事項】 

1. 出題された５問題から２問題を解答してください。 

2. 使用する解答用紙①、②は以下のように指定されていますので注意してください。 

 
 (1) 選択した問題の解答を【解答用紙①】、【解答用紙②】にそれぞれ記載してく 

ださい。 

(2) 解答用紙には、必ず選択した問題番号を記載してください。 

問題番号が無記入の場合は解答を無効とします。 

 
3. 解答用紙には受験番号、氏名の他に必要項目を全て記入してください。 
4. 解答用紙が不足した場合は、裏面を利用してください。 
5. 問題用紙及び解答用紙は、全て提出してください。 
  



令和 5 年度 大学院 体育学研究科 体育学専攻 

博士前期課程入学試験Ⅰ期 専門科目 

●体育科学学位プログラム／体育実践学学位プログラム共通 
次の問題（１）から（５）のうち２つを選択し、解答用紙①、解答用紙②にそれぞれ解 
答を記載してください。尚、解答用紙には、必ず選択した問題の番号を記載してください。 

 
問題（１） 

2019 年に開催された WHO 総会では、国際疾病分類（ICD-11）への「ゲーム障害」

の追加が承認されました。日本の教育現場でも、インターネットやオンラインゲーム等

に夢中になる子どもたちの存在が心配されています。このような問題の要因と解決に向

けた対策を述べてください。 

 
 
問題（２） 
地方公共団体が設置する公共スポーツ施設のマネジメントにおいては、地方自治法

244 条の 2 注 1）により、地方公共団体が指定するものに管理を行わせることができる（以

下、「指定管理者制度」という。）と規定されています。 
指定管理者制度が導入された経緯と制度の内容について説明しなさい。 
 
注 1）地方自治法（昭和二十二年法律第六十七号）（抄） 
第二百四十四条の二 普通地方公共団体は、法律又はこれに基づく政令に特別の定め

があるものを除くほか、公の施設の設置及びその管理に関する事項は、条例でこれを

定めなければならない。 
２ （略） 
３ 普通地方公共団体は、公の施設の設置の目的を効果的に達成するため必要がある

と認めるときは、条例の定めるところにより、法人その他の団体であって当該普通地

方公共団体が指定するもの（以下本条及び第二百四十四条の四において「指定管理者」

という。）に、当該公の施設の管理を行わせることができる。 
４～11（略） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



問題（３） 
熱中症について、①子どもがマスクをしたまま運動をすると、熱中症のリスクが高ま

るのはなぜか。体温の恒常性（ホメオスタシス）における熱放散の観点から説明してく

ださい。②また、夏季における野外活動や運動時に水分補給を行う際、水のみではなく

ナトリウム（または塩化ナトリウム）もあわせて摂取する必要があるのはなぜか。「低張

性脱水*」の語を用いて説明してください。 
＊細胞外液量の減少をきたす脱水 

 
 
問題（４） 
筋力トレーニングを開始すると筋力が向上する。トレーニング開始初期の筋力向上の

機序について、また、トレーニングの継続期間と筋肥大について説明しなさい。  

 
 
問題（５） 
ドーピングが起きる原因（社会的な要因）の中であなたが注目する（問題）だと思う

事柄を２つ以上指摘したうえで、ドーピングはなぜいけないのか説明しなさい。 

 



 
 
 

令和 5 年度 大学院 体育学研究科 体育学専攻 

コーチング科学学位プログラム／コーチング実践学学位プログラム 

博士前期課程入学試験Ⅰ期 
 

専 門 科 目 

 
 

全選抜共通 
 
 
 

受験番号 
 

自身の受験番号を必ず記載してください。 
 

【注意事項】 

1. 出題された２問題を全て解答してください。 

2. 使用する解答用紙①、②は以下のように指定されていますので注意してください。 
 

   【解答用紙①】… 問題１を解答する。 
【解答用紙②】… 問題２を解答する。 

 
3. 解答用紙には受験番号、氏名等の必要事項を必ず記入してください。 
4. 解答用紙が不足した場合は、裏面を利用してください。 
5. 問題用紙及び解答用紙は、全て提出してください。 



令和 5 年度 大学院 体育学研究科 体育学専攻 

博士前期課程入学試験Ⅰ期 専門科目 

●コーチング科学学位プログラム、コーチング実践学学位プログラム 

 
 

【問題１】 
スポーツパフォーマンス分析は、指導者やコーチの成長を支える重要な要素の１つで

ある。A 記録系競技（陸上、水泳等）、B 格闘技系競技、C 球技系競技のいずれかにおけ

るスポーツパフォーマンス分析とは具体的にどのようなもので、どう活用されているの

か、A、B、C のいずれから選択し、その概要となぜ有効なのかその必要性について説明

してください。 

 
 
 
【問題２】 
ユース世代（ここでは高校生以下とする）のアスリート育成に関して、次に挙げるキ

ーワードを全て用いて、コーチとして留意すべきことを論述してください。 
 
キーワード：競技力向上、早期専門化、発育発達、モチベーション、バーンアウト 

 



(2023 年度) 

博士前期課程 

 

Ⅱ期試験 



令和 5 年度 大学院 体育学研究科 体育学専攻 

博士前期課程入学試験Ⅱ期 
 

英語 
(全学位プログラム共通) 

 
一般選抜 

 
受験番号 

 

自身の受験番号を必ず記載してください。 
 

【注意事項】 

1. 出題された３問題を全問解答してください。 

2. 使用する解答用紙は以下のように指定されていますので注意してください。 
 

   【解答用紙 A】… 問題 A を解答する。 
【解答用紙 B】… 問題 B を解答する。 

   【解答用紙 C】… 問題 C を解答する。 
 
3. 解答用紙には受験番号、氏名、を記入してください。 
※体育科学学位プログラム及び体育実践学学位プログラム希望者はコースを記入 

してください。 
4. 解答は日本語（外来語含む）で記述してください。 
5. 解答用紙が不足した場合は、裏面を利用してください。 
6. 問題用紙及び解答用紙は、全て提出してください。 
7. 本試験時に限り、語学辞書の使用が可能です。なお、使用可能な辞書とは、「英 

和辞書」、「中日辞書」、「韓日辞書」等の語学辞書に限ります。電子辞書、電子手

帳等は使用できません。また、医学等専門用語の語学辞書は使用できません。（付

箋がついている場合は予め取り除いてください。） 
 
 



問題Ａ 
以下の英文を全文和訳してください。 

 
Recently, sport event planners have put an increased focus on planning for more 

environmentally friendly events. Sporting events typically draw large numbers of 
participants or spectators who can have a large impact on the host community's 
environment because such events tend to create a lot of trash, consume power and 
water, and generate pollution from vehicle transportation. 
By planning for a "green" event, organizers can help achieve sustainability by 

conserving resources, reducing waste, and protecting air and water quality. Further, 
greener practices can benefit event organizers by reducing costs and decreasing 
waste. Such events also appeal to eco-conscious consumers and can further 
differentiate your event from those of competitors. 
 
 

出典: Managing Sport Event (Second Edition) 
 Edited: T.Christopher Greenwell (PhD), Leigh Ann Danzey-Bussell (PhD),  

David J. Shonk (PhD) 
Chapter 2 Event Conceptualization  
p-39: Sustainable Sporting Events より一部抜粋 

 

問題Ｂ 
以下の英文を全文和訳してください。 
 
Physical visual skills are not the only visual skills that can enhance athletes’ performance. 

Motor imagery training (MIT) refers to the mental process of imagining performing a movement 
without actually moving. Motor imagery training engages many of the same visual and motor 
areas of the brain areas that activate when an athlete physically performs a skill. However, MIT 
is believed to be less effective than physical training since it is not modulated by feedback from 
the muscles and the senses. Additionally, MIT cannot replace physical training: physical 
practice is necessary to establish the neural representations of a skill that are activated and 
enhanced by mental practice. Alternatively, to prevent this accuracy drop, athletes can 
intersperse MIT with physical training: Training sessions consisting of 50% to 75% MIT and 
25% to 50% physical training have been shown to yield the largest skill improvements for 
difficult tasks. 
 
 
出典:NSCA's Essentials of Sport Science (English Edition) 

 Human Kinetics (2021/2/26) 978-1492593355 
 
次ページ…問題Ｃに続く  

 
 
 
 
 

（著作権保護のため引用文は省略） 

 
 
 
 
 
 

(著作権保護のため引用文は省略) 



問題Ｃ 
以下の英文を全文和訳してください。 
 
A sound coaching philosophy provides the foundation for coaching success; some would even 

say it serves as the key to success. However, even the best coaching philosophy can be only as 
good as the ethical mindset that underlies it―that is, the persistent, habitual way in which the 
coach thinks about the world and others. That mindset creates behavioral intentions, or plans, 
and (to a lesser degree) drives actual behaviors. 
 Beyond coaching, a philosophy is important in all aspects of our lives. It consists of the basic 
beliefs and principles that influence and guide our everyday actions. These personal beliefs go 
a long way toward determining both our credibility and our success in life. In coaching, a 
philosophy is the most critical factor that enables us to help athletes build the physical and 
mental skills of success; it also imparts meaning and direction to our work as coaches.  
 
 
出典：Karen Collins (2021) Coaching Philosophy, in Dan Gould and Cliff Mallett (eds.),  

Sport Coaches’ Handbook, Human Kinetics, p. 31. 
 

 
 
 
 
 

（著作権保護のため引用文は省略） 



令和 5 年度 大学院 体育学研究科 体育学専攻 

体育科学学位プログラム／体育実践学学位プログラム 

博士前期課程入学試験Ⅱ期 
 

専 門 科 目 

 
 

全選抜共通 
 
 
 

受験番号 
 

自身の受験番号を必ず記載してください。 
 

【注意事項】 

1. 出題された５問題から２問題を解答してください。 

2. 使用する解答用紙①、②は以下のように指定されていますので注意してください。 

 
 (1) 選択した問題の解答を【解答用紙①】、【解答用紙②】にそれぞれ記載してく 

ださい。 

(2) 解答用紙には、必ず選択した問題番号を記載してください。 

問題番号が無記入の場合は解答を無効とします。 

 
3. 解答用紙には受験番号、氏名の他に必要項目を全て記入してください。 
4. 解答用紙が不足した場合は、裏面を利用してください。 
5. 問題用紙及び解答用紙は、全て提出してください。 
  



令和 5 年度 大学院 体育学研究科 体育学専攻 

博士前期課程入学試験Ⅱ期 専門科目 

●体育科学学位プログラム／体育実践学学位プログラム共通 
次の問題（１）から（５）のうち２つを選択し、解答用紙①、解答用紙②にそれぞれ解 
答を記載してください。尚、解答用紙には、必ず選択した問題の番号を記載してください。 

 
 

問題（１） 

学校長期欠席の割合は、増加傾向を示し続けています。このような問題の

要因と解決に向けた対策を述べてください。 

 
 

問題（２） 

次の２つの事例における応急処置及び対応について、留意すべき点とともに

説明してください。 

① サッカーの中学校対抗試合中、男子 A は、胸でボールをトラップしてシ

ュートを防いだ後、突然その場に倒れてしまった。呼びかけに反応はなく、

しゃくりあげるような途切れ途切れの呼吸をしている。前胸部は汗で濡れて

いる。 

② 鉄棒の周囲をまわりながら鬼ごっこをしていた小学校３年生女児 G は、

転んだ際に鉄棒の支柱に勢いよく口のあたりをぶつけてしまった。口の中を

見ると、前歯が脱落し、鉄棒のそばには G から脱落したと考えられる歯が

１本落ちていた。  

 
  



問題（３） 

J リーグの正会員であるクラブ（以下、「J クラブ」という。）のマネジメ

ントにおいては、地域（地域住民、地域の民間企業・団体、地方自治体等）

との連携が欠かせません。 

 J クラブと地域との連携事例をあげ、J クラブが当該連携に取り組む理由

について説明しなさい。 

 
 
問題（４） 

有酸素性トレーニングを行うアスリートの心臓は一般人に比べて大きく、

スポーツ心臓と呼ばれている。有酸素性トレーニングを行うアスリートのス

ポーツ心臓の特徴を無酸素性トレーニングを行うアスリートのスポーツ心

臓と比較して説明しなさい。  

 
 
問題（５） 

 オリンピック招致から現在までの「東京 2020 オリンピック・パラリンピ

ック競技大会」に関わる問題点を３点指摘したうえで、オリンピック・パラ

リンピック競技大会の在り方について考察しなさい。 

 



 
 
 

令和 5 年度 大学院 体育学研究科 体育学専攻 

コーチング科学学位プログラム／コーチング実践学学位プログラム 

博士前期課程入学試験Ⅱ期 
 

専 門 科 目 

 
 

全選抜共通 
 
 
 

受験番号 
 

自身の受験番号を必ず記載してください。 
 

【注意事項】 

1. 出題された２問題を全て解答してください。 

2. 使用する解答用紙①、②は以下のように指定されていますので注意してください。 
 

   【解答用紙①】… 問題１を解答する。 
【解答用紙②】… 問題２を解答する。 

 
3. 解答用紙には受験番号、氏名等の必要事項を必ず記入してください。 
4. 解答用紙が不足した場合は、裏面を利用してください。 
5. 問題用紙及び解答用紙は、全て提出してください。 



令和 5 年度 大学院 体育学研究科 体育学専攻 

博士前期課程入学試験Ⅱ期 専門科目 

●コーチング科学学位プログラム、コーチング実践学学位プログラム 

 
 

【問題１】 

ほとんどのスポーツ種目においてアスリートに求められる体力的要素の

優先順位は高いとされる。各種トレーニングに対する身体の生理学的反応を

トレーニング生理学と定義するならば、あなたの専門とする競技種目で指導

者が知っておくべきトレーニング生理学とはどのようなものがあげられる

か、その理論的背景と概要について説明してください。 

 
 
【問題２】 

コーチはアスリートの成長を支援するだけでなく、自らのコーチングスキ

ルを改善し続けることが求められている。あなたはコーチとして成長するた

めにどのような方法をとっていくことができるだろうか。少なくとも 2つの

方法論を挙げて説明しなさい。 

 



１．体育学研究科　体育学専攻 ●-必須　斜線-免除

　　　　　　　　　選抜区分
　試験科目

一般選抜
社会人
選　抜

外国人
選　抜

スポーツ
 選 抜

英語 ●

専門科目 ● ● ● ●

口述試験 ● ● ● ●

英語 ●

専門科目 ● ● ● ●

口述試験 ● ● ● ●

英語 ● 出願区分無し

専門科目 ● ● ● 出願区分無し

口述試験 ● ● ● 出願区分無し

英語 ●

専門科目 ● ● ● ●

口述試験 ● ● ● ●

②身体教育・健康教育コース

①コーチング科学学位プログラム

②コーチング実践学学位プログラム

令和６年度入学試験　選抜別試験科目一覧

学位プログラム/コース

体
育
科
学

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

①体育スポーツ文化社会学コース

②スポーツマネジメントコース

③トレーニング科学コース

④健康スポーツ医科学コース

⑤身体教育・健康教育コース

体
育
実
践
学

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

①スポーツマネジメントコース



(2024 年度) 

博士前期課程 

 

Ⅰ期試験 



 

 

令和６年度 大学院 体育学研究科 体育学専攻 

博士前期課程入学試験Ⅰ期 
 

英語 
(全学位プログラム共通) 

 
一般選抜 

 
受験番号 

 

自身の受験番号を必ず記載してください。 
 

【注意事項】 

1. 出題された３問題を全問解答してください。 

2. 使用する解答用紙は以下のように指定されていますので注意してください。 
 

   【解答用紙 A】… 問題 A を解答する。 
【解答用紙 B】… 問題 B を解答する。 

   【解答用紙 C】… 問題 C を解答する。 
 
3. 解答用紙には受験番号、氏名を記入し、出願する学位プログラムに○をつけて 

コース名を記入してください。（体育科学学位プログラム、体育実践学学位プログ

ラムのみ） 
4. 解答は日本語（外来語含む）で記述してください。 
5. 解答用紙が不足した場合は、裏面を利用してください。 
6. 問題用紙及び解答用紙は、全て提出してください。 
7. 本試験時に限り、語学辞書の使用が可能です。 
なお、使用可能な辞書とは、「英和辞書」、「中日辞書」、「韓日辞書」等の語学辞書

に限ります。電子辞書、電子手帳等は使用できません。また、医学等専門用語の

語学辞書は使用できません。（付箋等は予め取り除いてください。） 
 
  



 

問題Ａ 
以下の英文を日本語に訳しなさい。 
Over the past 20 years, conceptions about teaching and learning have changed. As a 
result of the influences of philosophy, psychology, and semiotics, the perspective of the 
teaching-learning process has evolved from a teacher-centered approach to a more 
student-centered approach. Students now have to not only memorize the right solution 
for a prescribed task but also develop autonomous learning strategies to find available 
solutions in relation to more complex tasks. Consequently, new teaching-learning 
approaches have emerged to develop students’ autonomy of thought and problem-
solving skills. In fact, teachers are confronted with new expectations of their students 
and of curricula, and consequently, physical education teacher training has opened its 
boundaries to cross-disciplined scientific and technological approaches. This paradigm 
shift has forced teachers to adapt their teaching practices to evolving mentalities and 
bodies of knowledge while still incorporating a reflexive approach.  
 
出典：Griffin, L. L., & Butler, J. (2005). Teaching games for understanding: Theory, research, and practice. 
Human Kinetics. 
 
 
 

問題Ｂ 
以下の英文を日本語に訳しなさい。 
When blood glucose levels rise in a normal person, the immediate release of insulin 
ensures a return to normal levels within 1 hour.  
 In a diabetic individual, increased blood glucose levels (hyperglycemia) remain high 
for a prolonged period of time. 
 The glycated hemoglobin test, also called hemoglobin A1c (HbA1c) test, provides an 
average of blood glucose measurements over a 6- to 12-week period. 
 When blood glucose levels are high, the sugar combines with hemoglobin, which 
becomes glycated (coated). The HbA1c test range in normal individuals is between 4% 
and 5.6%. Individuals with diabetes should have an HbA1c level of less of 6.5%. 
 
出典：Histology and Cell Biology,  An introduction to pathology (fifth edition) 
   Abraham L. Kierszenbaum, Laura L. Tres 
      P658. より一部抜粋 
 
 
次ページ…問題Ｃに続く 

 

 

(著作権保護のため引用文は省略) 
 

(著作権保護のため引用文は省略) 
 



 

 

問題Ｃ 
以下の英文を日本語に訳しなさい。 
An important distinction between coaching roles must be highlighted. In order to 
appreciate coaches’ practice and begin to identify the skills or expertise required, we 
must distinguish between participation coaching and performance coaching. This is 
fundamental to understanding the wide range of leadership roles to be found in sport. 
The ski instructor, the professional rugby coach, the PE* teacher, the club swimming 
coach and the British hockey team coach may each find the term ‘coach’ used to describe 
his or her role. However, there is plainly such a significant difference between these 
roles that a further distinction needs to be 
made. Participation coaching best describes 
contexts in which the principal goal is not competition success. The performers are less 
intensively engaged in the process, and may be concerned more with improvement in 
order to enjoy participation and its immediate satisfactions. The emphasis is on 
participation (i.e. taking part) rather than preparation.  
 
注釈 
PE* = Physical Education 
 
出典：John Lyle (1999) ‘The coaching process: and overview’, in Neville Cross and John Lyle 
(eds.), The Coaching Process: principles and practice for sport, Butterworth-Heinemann, p. 11 

 
 

(著作権保護のため引用文は省略) 



 

令和６年度 大学院 体育学研究科 体育学専攻 

体育科学学位プログラム／体育実践学学位プログラム 

博士前期課程 入学試験Ⅰ期 
 

専 門 科 目 

 
 

全選抜共通 
 
 
 

受験番号 
 

自身の受験番号を必ず記載してください。 
 

【注意事項】 

1. 出題された５問題から２問題を選択、解答してください。 

2. 使用する解答用紙①、②は以下のように指定されていますので注意してください。 

 
 (1) 選択した問題の解答を【解答用紙①】、【解答用紙②】にそれぞれ記載してく 

ださい。 

(2) 解答用紙には、必ず選択した問題番号を記載してください。 

問題番号が無記入の場合は解答を無効とします。 

 
3. 解答用紙には受験番号、氏名を記入し、出願する学位プログラムに○をつけて 
コース名を記入してください。 

4. 解答用紙が不足した場合は、裏面を利用してください。 
5. 問題用紙及び解答用紙は、全て提出してください。 
  



令和６年度 大学院 体育学研究科 体育学専攻 

博士前期課程 入学試験Ⅰ期 専門科目 

●体育科学学位プログラム／体育実践学学位プログラム共通 
次の問題（１）から（５）のうち２つを選択し、解答用紙①、解答用紙②にそれぞれ解 
答を記載してください。尚、解答用紙には、必ず選択した問題の番号を記載してください。 
 

 
問題（１） 
スポーツ庁を中心に学校部活動の地域移行の議論が進んでおり、主に公立中学校の指

導は、総合型地域スポーツクラブや民間クラブなどが受け皿として期待されている。 
このように地域スポーツの担い手となる総合型地域スポーツクラブについて、その特

徴や育成・普及の経緯を説明しなさい。また、総合型地域スポーツクラブが抱える課題

や今後の可能性について考察しなさい。 
 

 
 
問題（２） 
加齢により、どのような身体機能が低下するのかについて、具体的に述べなさい。ま

た、運動やトレーニングは、加齢に伴う身体機能の低下にどのような影響を与えるのか

について説明しなさい。 

 
 
問題（３） 
以下のキーワード全てを使用し WBGT(Wet-Bulb Globe Temperature)の説明とあわ

せて夏季トレーニングに対する熱中症予防策を提案しなさい。 
 
キーワード： 
黒球温度・湿球温度・プレクーリング・アイススラリー・0.1～0.2％程度・2％以内 

 
 
問題（４） 
発達障害を一つ取り上げ、その特徴を説明しなさい。また、通常の学級で行なう保健

体育の実技において、その発達障害傾向のある生徒に対して配慮すべき内容について、

具体例を挙げて説明しなさい。 
 

 
次ページ…問題（５）に続く 



 
問題（５） 
以下の手記には、トランスジェンダー選手が女子種目に参加することへの女性アスリ

ートの想いが綴られている。 

 彼女の考え（訴え）に対し、「支持する」「支持しない」それぞれの主張を展開しなさい。 
 
 
そのとき、私は自信満々でいていいはずだった。 
2019 年、米コネティカット州中・高等学校競技連盟（CIAC）が主催する「S 級選手

権」の陸上女子 100 メートル予選に出場した私は、12 秒 14 をマークして決勝シード権

を獲得した。決勝で走るのは誰もが望む中央のシードレーン。走力には自信があった。

私は州最速の次子選手の 1 人だ、と。でもスタートラインについた私は震えていた。両

隣には、生まれたときの性別が男性の選手が 2 人。他のレースの 10 倍も緊張していた。

「チェルシー、チェル シー！」 
スタンドにいるアス リート仲間の声援がこだ

ました。私が不利な競 争を強いられていること

を、仲間は知っていた。 
スタートの号砲が鳴った。私の記録は 12 秒 02。2 着だった。トランスジェンダー選手

の 1 人が 11 秒 93 のタイムで走り、私は負けた。 
私は女子で最速だった。だがその日、表彰台の一番上に立ったのは、より力があって

足が速い生物学的男性だった。 
負けるのはつらいが、不公平なレースで敗者になるのは心を踏みにじられる思いだ。

こんなことが起きているのは、性自認が女性の生物学的男性が女子種目に出場すること

を、CIAC が認めたためだ。 
高校時代の 4 年間に計 27 回、私はトランスジェンダー選手と並んで、誰もがフェアで

ないと承知しているレースを走った。あの 2 人と競い合って、勝ったことは一度もない。 
2 人は女子種目を制覇していた。両者合わせて州大会の 15 種目で優勝し（2016 年に

は、女子選手計 9 人が 1 位になった種目だ）、17 の大会新記録を出し、女子選手の出場

機会を 85 回以上奪った。 
陸上女子短距離選手が勝者になりたいなら、別の種目に転向すべきなのは明らかだっ

た。私自身は走り幅跳びに切り替えた。短距離走ならではの興奮が大好きなのに、悲し

いことに私は短距離種目を恐れるようになっていた。 
生物学的現実や常識から言っても、科学的に見ても、テストステロンの分泌を抑制し

ようと男性は女性より体力的に有利だ。女性はどれほど努力しても、男性とのスポーツ

対決には勝てない。 
CIAC の方針は女子選手に対する不当な差別だ。そう考えた私とチームメイト 3 人は

20 年、提訴に踏み切った。 
現在は米連邦控訴裁判所で審理中で、女子種目の出場資格を生物学的女性に制限して競

争条件を平等にすべきか、判断が下されることになる。   ～以下略～ 
 
2023 年 8 月 15/22 日：ニューズウィーク日本版 
「トランスジェンダー選手に負け続ける不公平 チェルシー・ミッチェル（大学 4 年生）」 より 

 

（著作権保護のため引用文は省略） 



 
 
 

令和６年度 大学院 体育学研究科 体育学専攻 

コーチング科学学位プログラム／コーチング実践学学位プログラム 

博士前期課程 入学試験Ⅰ期 
 

専 門 科 目 

 
 

全選抜共通 
 
 
 

受験番号 
 

自身の受験番号を必ず記載してください。 
 

【注意事項】 

1. 出題された２問題を全て解答してください。 

2. 使用する解答用紙①、②は以下のように指定されていますので注意してください。 
 

   【解答用紙①】… 問題１を解答する。 
【解答用紙②】… 問題２を解答する。 

 
3. 解答用紙には受験番号、氏名記入し、出願する学位プログラムに○をつけてくだ

さい。 
4. 解答用紙が不足した場合は、裏面を利用してください。 
5. 問題用紙及び解答用紙は、全て提出してください。 

  



 

令和６年度 大学院 体育学研究科 体育学専攻 

博士前期課程 入学試験Ⅰ期 専門科目 

●コーチング科学学位プログラム、コーチング実践学学位プログラム 

 
 

【問題１】 
スポーツパフォーマンスは種々の要因によって影響を受ける。スポーツ活動はこれら

の要因を理解して安心、安全かつ効果的な指導を行うことが大切である。 
例えば、その要因の１つに気象および環境要因があげられる。夏場のスポーツ活動に

おいて、どのようなことに留意し指導をすればよいか説明しなさい。 

 
 
 
【問題２】 
ジュニア世代（8～12 歳）の技・スキルトレーニングのコーチングに関して、コーチ

として留意すべき点について以下のキーワードを全て用いて論述しなさい。 
 
キーワード： 
デモンストレーション、フィードバック、モチベーション、安全、発育発達 
 

 



(2024 年度) 

博士前期課程 

 

Ⅱ期試験 



 

 

令和６年度 大学院 体育学研究科 体育学専攻 

博士前期課程 入学試験Ⅱ期 
 

英語 
(全学位プログラム共通) 

 
一般選抜 

 
受験番号 

 

自身の受験番号を必ず記載してください。 
 

【注意事項】 

1. 出題された３問題を全問解答してください。 

2. 使用する解答用紙は以下のように指定されていますので注意してください。 
 

   【解答用紙 A】… 問題 A を解答する。 
【解答用紙 B】… 問題 B を解答する。 

   【解答用紙 C】… 問題 C を解答する。 
 
3. 解答用紙には受験番号、氏名を記入し、出願する学位プログラムに○をつけて 

コース名を記入してください。（体育科学学位プログラム、体育実践学学位プログ

ラムのみ） 
4. 解答は日本語（外来語含む）で記述してください。 
5. 解答用紙が不足した場合は、裏面を利用してください。 
6. 問題用紙及び解答用紙は、全て提出してください。 
7. 本試験時に限り、語学辞書の使用が可能です。 
なお、使用可能な辞書とは、「英和辞書」、「中日辞書」、「韓日辞書」等の語学辞書

に限ります。電子辞書、電子手帳等は使用できません。また、医学等専門用語の

語学辞書は使用できません。（付箋等は予め取り除いてください。） 
 
  



問題Ａ 
以下の英文を日本語に訳しなさい。 
The traditional objects of developing fundamental movement and sport skills still exist. 
However, there is an ever-pressing need to ensure that skills across a number of activities are 
developed in order to help children and youths develop a repertoire of skills in order to become 
physically literate. Simply teaching them physical skills is not enough. Children and youths 
also need to be able to move in a way that is respectful 
of others and that fosters the development of 
important cognitive skills. As a result, sport and physical education are ideal tools to also teach 
life skills such as respect, inclusion, cooperation, and teamwork, and metacognitive skills, such 
as problem solving, critical thinking, and goal setting. These skills will result not only in better 
movers within sport and PE, but also in a healthier and more successful society. 
 
注釈：PE = Physical Education 
出典：Butler, J. I., & Griffin, L. L. (2010). More teaching games for understanding: Moving 
globally. Human Kinetics. 
 

問題Ｂ 
以下の英文を日本語に訳しなさい。 
Skeletal muscle cells are formed in the embryo by the fusion of myoblasts that produce a 
postmitotic*), multinucleated myotube.  
The myotube matures into the long muscle cell with a diameter of 10 to 100μm and length of up 
to several centimeters. 
 The plasma membrane of muscle cell (called the sarcolemma) is surrounded by basal lamina 
and satellite cells.  
 The sarcolemma projects long, finger-like 
processes, called transverse tubules or T 
tubules, into the cytoplasm of the cell, the 
sarcoplasm. T tubules make contact with membranous sacs or channels, the sarcoplasmic 
reticulum. 
 The sarcoplasmic reticulum contains high concentrations of Ca2＋**). The site of contact of the 
T tubule with the sarcoplasmic reticulum cisternae is called a triad because it consists of two 
lateral sacs of the sarcoplasmic reticulum and central T tubule. 
 
*)  postmitotic:有糸分裂後の 
**) Ca2＋: calcium ion（カルシウムイオン） 
出典：Histology and Cell Biology,  An introduction to pathology (fifth edition) 
Abraham L. Kierszenbaum, Laura L. Tres 
P238 より一部抜粋 
 
次ページ…問題Ｃに続く 

（著作権保護のため引用文は省略） 

（著作権保護のため引用文は省略） 



 

問題Ｃ 
以下の英文を日本語に訳しなさい。 
There is a natural tendency for new coaches to assume that most of their time and effort during 
a sport season will be spent in actually coaching a team. Consequently, novice coaches tend to 
concentrate on learning all they can about the mechanics of a particular sport. After all, that’s 
what coaching is all about, isn’t it? 
  In actuality, nothing could be further from the truth. 
If coaching were merely a matter of teaching 
youngsters the fundamental of a particular sport, the job would be relatively simple. But this is 
a unique occupation that makes many demands above and beyond teaching players physical 
skills. Consequently, a head coach is called on to fulfill many roles. The degree of involvement 
in the numerous roles varies with coaches, the sport, the number of athletes involved, 
circumstances, and the basic philosophy of the coach. 
 
出典：Michael D. Sabock and Ralph J. Sabock (2017) Coaching: A Realistic Perspective, 11th 
Edition, Rowan & Littlefield, p. 109 
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令和６年度 大学院 体育学研究科 体育学専攻 

体育科学学位プログラム／体育実践学学位プログラム 

博士前期課程 入学試験Ⅱ期 
 

専 門 科 目 

 
 

全選抜共通 
 
 
 

受験番号 
 

自身の受験番号を必ず記載してください。 
 

【注意事項】 

1. 出題された５問題から２問題を選択、解答してください。 

2. 使用する解答用紙①、②は以下のように指定されていますので注意してください。 

 
 (1) 選択した問題の解答を【解答用紙①】、【解答用紙②】にそれぞれ記載してく 

ださい。 

(2) 解答用紙には、必ず選択した問題番号を記載してください。 

問題番号が無記入の場合は解答を無効とします。 

 
3. 解答用紙には受験番号、氏名を記入し、出願する学位プログラムに○をつけて 
コース名を記入してください。 

4. 解答用紙が不足した場合は、裏面を利用してください。 
5. 問題用紙及び解答用紙は、全て提出してください。 
  



令和６年度 大学院 体育学研究科 体育学専攻 

博士前期課程 入学試験Ⅱ期 専門科目 

●体育科学学位プログラム／体育実践学学位プログラム共通 
次の問題（１）から（５）のうち２つを選択し、解答用紙①、解答用紙②にそれぞれ解 
答を記載してください。尚、解答用紙には、必ず選択した問題の番号を記載してください。 
 
 

問題（１） 
スポーツを通じた国際理解の促進に、「国際スポーツ」「民族スポーツ」はそれぞれど

のような役割を果たすと考えられるか説明しなさい。 

 
問題（２） 
オリンピックやワールドカップといった国際的なメガ・スポーツイベントや競技レベ

ルの高いプロスポーツリーグのような観戦型スポーツについて、多様化する観戦スタイ

ルの特徴や事例を挙げた上で、「見る」スポーツの意義や価値を説明しなさい。 

 
問題（３） 
肘関節等尺性屈曲トルクを測定すると肘関節角度(測定条件)により異なる測定結果と

なります。 
では、このように肘関節角度の変化により等尺性屈曲トルクが異なる理由について、

以下の全てのキーワードを使用し骨格筋の構造とあわせて説明しなさい。 
キーワード：サルコメア・ミオシンフィラメント・アクチンフィラメント・ 
長さ－力関係・滑走説(滑り説) 

 
問題（４） 
継続的な運動習慣をもつことは、生活習慣病の予防や治療に有効である。運動療法が

有効とされる生活習慣病を列挙し、病態を説明しなさい。また、なぜ運動療法が有効で

あるのかについて理由を論じなさい。 
 
問題（５） 
報酬を与えることによって、内発的動機づけが低下してしまうことをアンダーマイニン

グ効果という。体育授業や部活動（運動部）におけるアンダーマイニング効果の具体例

を挙げ、どのような指導方法がこの効果の発生を防ぐことにつながるのかを「内発的動

機づけ」「外発的動機づけ」の用語を用いて記述しなさい。 
 



 
 
 

令和６年度 大学院 体育学研究科 体育学専攻 

コーチング科学学位プログラム／コーチング実践学学位プログラム 

博士前期課程 入学試験Ⅱ期 
 

専 門 科 目 

 
 

全選抜共通 
 
 
 

受験番号 
 

自身の受験番号を必ず記載してください。 
 

【注意事項】 

1. 出題された２問題を全て解答してください。 

2. 使用する解答用紙①、②は以下のように指定されていますので注意してください。 
 

   【解答用紙①】… 問題１を解答する。 
【解答用紙②】… 問題２を解答する。 

 
3. 解答用紙には受験番号、氏名記入し、出願する学位プログラムに○をつけてくだ

さい。 
4. 解答用紙が不足した場合は、裏面を利用してください。 
5. 問題用紙及び解答用紙は、全て提出してください。 

  



 

令和６年度 大学院 体育学研究科 体育学専攻 

博士前期課程 入学試験Ⅱ期 専門科目 

●コーチング科学学位プログラム、コーチング実践学学位プログラム 

 
 

【問題１】 
体力やスキルを競技の場面で最大限に発揮することや、トレーニング効果を適切に引

き出すためには、日ごろから身体の状態を整えておくことが必要である。そのための対

処法であるコンディショニングについて説明しなさい。 

 
 
 
【問題２】 
スポーツは、「心・技・体」のバランスが重要であると云われています。また、科学的

手法を用いて得られた情報を的確に利用するとパフォーマンスの向上に有効であること

が認められています。そこで、この「心・技・体」それぞれの科学的な測定項目もしく

はトレーニング法を挙げ、効果的なコーチングになる為の活用法について論述しなさい。 

 


